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【
う
ら
へ
続
く
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

「
13
日
、全
国
で
新
た
な
感

染
者
が
２
万
人
を
超
え

た
」「
東
京
で
は
４
０
５
１

人
が
確
認
さ
れ
た
」「
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
が
猛
烈
な
勢
い

で
増
え
て
い
る
」「
２
回
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
済
ま
せ
た

人
が
半
数
を
占
め
て
い
て
、

恐
ろ
し
い
」「
12
日
時
点
で

自
宅
療
養
者
が
１
万
８
６

２
８
人
と
前
週
の
約
16
倍

に
な
っ
た
」「
厚
労
相
は
濃

厚
接
触
者
の
自
宅
待
機
期

間
14
日
間
を
10
日
間
に
短

縮
す
る
と
い
う
」「
受
験
生

と
家
族
の
負
担
は
大
き
い
。

感
染
に
気
を
つ
け
て
が
ん

ば
っ
て
ほ
し
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

日
本
学
術
会
議
会
員
の

任
命
拒
否
問
題
で
13
日
、

岸
田
首
相
と
学
術
会
議
の

梶
田
会
長
が
面
会
。「
岸
田

首
相
は
『
一
連
の
手
続
き

　

日
本
共
産
党
は
、
中
国

に
よ
る
東
シ
ナ
海
や
南
シ

ナ
海
で
の
覇
権
主
義
の
行

動
に
対
し
て
、
国
連
憲
章

と
国
際
法
に
も
と
づ
く
冷

静
な
外
交
的
批
判
が
何
よ

り
も
大
切
と
主
張
し
て
い

ま
す
。

　

米
バ
イ
デ
ン
政
権
は
、

中
国
に
対
し
て
軍
事
同
盟

の
強
化
で
対
応
し
よ
う
と

し
、
こ
れ
に
追
随
し
て
岸

田
政
権
は
、
敵
基
地
攻
撃

能
力
の
保
有
な
ど
大
軍
拡
、

憲
法
９
条
改
定
で
海
外
派

兵
体
制
の
強
化
を
は
か
ろ

軍
事
対
軍
事
で
な
く
、
平
和
外
交
で

東
ア
ジ
ア
を
平
和
と
協
力
の
地
域
に

　
　
鍵
は
東
ア
ジ
ア
サ
ミ
ッ
ト
の
枠
組
み
強
化

う
と
し
て
い
ま
す
。
軍
事

対
軍
事
は
、
軍
拡
競
争
の

悪
循
環
に
な
っ
て
、
偶
発

的
な
衝
突
や
戦
争
に
つ
な

が
る
危
険
き
わ
ま
り
な
い

道
で
す
。

　

こ
の
危
険
を
避
け
る
に

は
、
ど
ん
な
国
で
あ
れ
覇

権
主
義
は
許
さ
な
い
立
場

に
立
ち
、
国
連
憲
章
と
国

際
法
と
い
う
共
通
の
ル
ー

ル
に
も
と
づ
き
、
紛
争
を

平
和
的
な
話
し
合
い
で
解

決
し
、
平
和
的
な
共
存
の

道
を
探
求
す
る
こ
と
が
大

事
で
す
。

　

こ
う
し
た
道
を
一
貫
し

て
追
求
し
て
き
た
の
が
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
（
東
南
ア
ジ
ア

諸
国
連
合
）
で
す
。
鍵
に

な
る
の
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

10
カ
国
と
ア
メ
リ
カ
、
中

国
、
日
本
な
ど
８
カ
国
で

つ
く
る
東
ア
ジ
ア
サ
ミ
ッ

ト
の
強
化
で
す
。
ゆ
く
ゆ

く
は
東
ア
ジ
ア
規
模
の
友

好
協
力
条
約
を
展
望
し
よ

う
と
い
う
壮
大
な
構
想
を

ノーベル賞受賞者 50 人以上が書簡

 軍事費２％削減求める
 コロナ・気候・貧困解決に回せ

　

世
界
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受

賞
者
50
人
以
上
が
書
簡
を

発
表
し
ま
し
た
。

　

世
界
の
軍
事
費
が
年
間

２
兆
ド
ル
（
約
２
２
５
兆

円
）
近
く
に
上
り
、
増
大

さ
せ
て
い
る
と
指
摘
。「
よ

り
賢
明
な
方
法
で
使
え
た

は
ず
の
資
金
が
無
駄
に
さ

れ
て
い
る
」
と
述
べ
、
国

連
加
盟
国
に
軍
事
費
を
年

間
２
％
削
減
し
、
国
連
の

基
金
に
ま
わ
し
て
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
、
気
候
危
機
、
極

度
の
貧
困
の
解
決
に
向
け

る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

　

書
簡
は
イ
タ
リ
ア
の
物

理
学
者
カ
ル
ロ
・
ロ
ベ
リ

氏
が
呼
び
か
け
た
も
の
。

日
本
か
ら
は
天
野
浩
氏

（
物
理
学
賞
）、
梶
田
隆
章

氏
（
同
賞
）
ら
が
名
を
連

ね
て
い
ま
す
。

提
唱
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
日
本

政
府
が
「
敵
基
地
攻
撃
」

な
ど
物
騒
な
こ
と
で
は
な

く
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
諸
国

と
連
携
し
て
東
ア
ジ
ア
を

平
和
と
協
力
の
地
域
に
し

て
い
く
、
憲
法
９
条
を
生

か
し
た
平
和
外
交
を
提
案

し
て
い
ま
す
。

東アジアサミット（EAS）

「パートナーシップ制度」： 同性のカップルを
「婚姻に準ずる関係」と公認する制度
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

は
終
了
し
た
と
承
知
し
て

い
る
』
と
述
べ
、
学
術
会

議
側
が
求
め
る
任
命
に
応

じ
な
か
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

北
朝
鮮
が
５
日
に
続
き
、

弾
道
ミ
サ
イ
ル
１
発
を
発

射
（
11
日
）。「
最
高
高
度

60
㎞
、
最
高
速
度
マ
ッ
ハ

10
で
７
０
０
㎞
飛
行
し
た

と
の
こ
と
」「
弾
道
ミ
サ
イ

ル
の
開
発
・
発
射
を
禁
じ

た
国
連
安
保
理
決
議
違
反

だ
」「
14
日
も
発
射
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

体
操
の
内
村
航
平
選
手

が
現
役
を
引
退
（
11
日
）。

「
全
日
本
選
手
権
個
人
総

合
10
連
覇
。ロ
ン
ド
ン
、リ

オ
五
輪
で
個
人
総
合
２
連

覇
、
世
界
選
手
権
６
連
覇

は
不
滅
の
レ
コ
ー
ド
だ
」

「
国
内
外
か
ら
史
上
最
高

の
体
操
選
手
と
の
称
賛
の

声
が
上
が
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選

手
権
。
青
森
山
田
が
３
度

　

北
陸
先
端
科
学
技
術
大

学
院
大
と
音
羽
電
機
工
業

な
ど
は
こ
の
ほ
ど
、
炭
素

素
材
の
「
グ
ラ
フ
ェ
ン
」

を
利
用
し
た
小
型
セ
ン

サ
ー
を
開
発（
11
月
26
日
）。

炭素素材で落雷を予測

  北陸先端科学技術大学院大など

加
藤
陽
子
著

『
こ
の
国
の
か
た
ち
を

見
つ
め
直
す
』

　
　

毎
日
新
聞
出
版　

　
　

１
７
６
０
円（
税
込
み
）

　

著
者
は
日
本
学
術
会
議

の
名
簿
か
ら
除
外
さ
れ
た

一
人
。
日
本
近
現
代
史
の

泰
斗
が
ど
う
語
っ
て
い
る

か
知
り
た
く
て
購
入
し
た

（
出
版2021/7

）。
本
書

は
毎
日
新
聞
の
コ
ラ
ム
を

ま
と
め
た
も
の
で
学
術
会

議
関
連
は
６
編
、
隠
さ
れ

た
真
意
を
解
き
明
か
し
て

い
る
。「
今
起
き
て
い
る
の

は
、
政
治
の
側
が
科
学
の

側
に
、
科
学
技
術
の
伸
長

方
法
を
め
ぐ
り
原
理
的
対

決
を
迫
る
事
態
だ
」と
。そ

し
て
膨
大
な
署
名
・
世
論

が
政
府
の
姿
勢
を
変
え
た
、

と
指
摘
。「
私
は
、こ
の
国

民
世
論
の
ま
っ
と
う
さ
に

信
を
置
き
た
い
」
と
語
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
Ｎ
）

下
ろ
し
で
な
く
な
る
人
も

出
て
い
る
」「
東
北
新
幹
線

も
止
ま
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
少
し
日
が
長
く
な
っ

た
が
、
一
番
寒
い
時
期
が

今
だ
」

気
候
合
意
に
逆
行
す
る
岸
田
政
権

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
転
換
、

　
Ｃ
Ｏ
２
削
減
目
標
引
き
上
げ
を

　

昨
年
英
国
グ
ラ
ス
ゴ
ー

で
開
か
れ
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
で

の
気
候
合
意
は
、
世
界
の

平
均
気
温
上
昇
を
産
業
革

命
前
と
比
べ「
１
・
５
度
に

制
限
す
る
」
こ
と
を
確
認

し
、30
年
目
標
の
再
検
討
・

強
化
を
締
約
国
に
要
請
し

ま
し
た
。

　

日
本
の
30
年
目
標
は
13

年
比
46
％
削
減
で
す
。
10

年
比
だ
と
41
・
６
％
減
に

し
か
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た

石
炭
火
力
発
電
に
固
執
す

る
日
本
政
府
に
国
際
的
な

批
判
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｏ
２
を
長
期
に
排
出
し

て
き
た
日
本
は
、
目
標
を

見
直
し
、
30
年
に
50
～

60
％
削
減
（
10
年
比
）
す

る
こ
と
を
掲
げ
る
べ
き
で

す
。

　

石
炭
火
力
発
電
を
延
命

さ
せ
る
岸
田
政
権
の
姿
勢

は
気
候
合
意
に
逆
行
す
る

も
の
で
、
石
炭
火
力
か
ら

の
撤
退
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
本
格
的
な
推
進
へ
の
転

換
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

水
田
博
教
授
ら
は
、
雷

雲
に
よ
る
大
気
中
の
電
界

の
わ
ず
か
な
変
化
も
検
出

す
る
グ
ラ
フ
ェ
ン
の
性
質

を
利
用
、
１
０
０
分
の
１

㍉
サ
イ
ズ
の
セ
ン
サ
ー
素

子
を
作
製
し
ま
し
た
。
電

源
や
記
録
装
置
な
ど
と
組

み
合
わ
せ
た
実
証
実
験
で

は
、
約
20
㌔
離
れ
た
地
点

の
落
雷
の
検
出
に
成
功
。

近
く
の
落
雷
を
30
分
前
に

予
測
す
る
こ
と
も
で
き
ま

し
た
。

　

低
消
費
電
力
で
太
陽
電

池
で
も
動
く
た
め
、
発
展

途
上
国
な
ど
の
落
雷
予
測

に
も
貢
献
で
き
る
と
い
い

ま
す
。

ローマ教皇
女性への暴力 根絶を訴え

　

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ロ
ー

マ
教
皇
は
１
日
、
サ
ン
ピ

エ
ト
ロ
大
聖
堂
で
の
ミ
サ

の
説
教
で
、
女
性
に
対
す

る
暴
力
は
神
へ
の
侮
辱
だ

と
し
て
根
絶
す
る
よ
う
訴

え
ま
し
た
。

　

教
皇
は
「
母
親
は
命
を

授
け
、
そ
し
て
女
性
は
世

界
を
一
つ
に
ま
と
め
て
い

る
か
ら
、
さ
ら
に
努
力
を

強
め
て
母
親
を
後
押
し
し
、

女
性
を
守
ろ
う
」
と
呼
び

か
け
、「
ど
れ
ほ
ど
の
暴
力

が
女
性
に
向
け
ら
れ
て
い

る
か
。
も
う
た
く
さ
ん
だ
。

女
性
を
傷
つ
け
る
こ
と
は

神
を
侮
辱
す
る
こ
と
だ
」

と
述
べ
ま
し
た
。
２
年
前

に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
始

ま
っ
て
以
来
、
教
皇
は
DV

を
た
び
た
び
非
難
し
て
き

ま
し
た
。

　
　

×　
　
　
　

×

　

12
日
、
上
野
動
物
園
の

双
子
の
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ

ン
ダ
、
シ
ャ
オ
シ
ャ
オ
と

レ
イ
レ
イ
が
初
公
開
。「
コ

ロ
ナ
の
感
染
急
拡
大
で
12

～
14
日
の
当
選
者
約

３
０
０
０
人
に
限
っ
て
の

公
開
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
日
本
海
側
、
北
海
道
、

東
北
で
大
雪
だ
」「
吹
雪
で

ホ
ワ
イ
ト
ア
ウ
ト
に
な
っ

た
り
、
ス
リ
ッ
プ
な
ど
で

自
動
車
事
故
も
多
い
」「
雪

目
の
優
勝
。「
夏
の
全
国
高

校
総
体
、
高
円
宮
杯
プ
レ

ミ
ア
リ
ー
グ
と
合
わ
せ
高

校
サ
ッ
カ
ー
界
の
３
冠
を

達
成
し
た
」


